
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 
 

第 998回(6月 24日)例会の記録  
 

点 鐘     栗原憲司会長  
合 唱     手に手つないで 
第２副ＳＡＡ  吉川君、吉松君 
 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
35名 30名 83.33％ 84.38％ 

 

  会長の時間       栗原(憲)会長 
6月 13日~16日までの 4日
間、モンゴルに、柴田さん、

栗原成実さん、小幡さん、沼

崎さん、宮野さんの 6名で行
ってきました。1日目は、空
港に着くとタミラ君が出迎

えてくれ、フラワーホテルま

で送ってくれました。天気が

良く、モンゴルの草原が緑に染まっており、そし

て着いた時にはすでに夕日がかかっておりました

ので、美しい国だと思いました。フラワーホテル

は、日本料理等の食堂もありまして、過ごしやす

いホテルでした。 
2日目の 14日は、国立農業大学の植樹の場所へ行
きまして、植えた木の様子などを視察してまいり

ました。その辺りは白樺が生えていたりと、緑豊

かな一角でした。フォレスト NGO、フレロータリ
ークラブの皆さんたちが迎えてくれ、色々と説明

をして下さいました。夕食を囲んだ時に、計画書

の説明があり、計画書の一部を手渡されました。

内容は立派な計画書で、写真などが沢山載ってお

りました。15日は、タミラ君の父親でありますジ
グジッド氏を囲んでの夕食会で、懇親を深めて参

りました。 
モンゴルに行ったときにいくつか俳句を作りま

したので、発表させて頂きます。最初は 13日に着
いた時の作品で、 
「モンゴルの夕日緑の丘にさす」 
これはウランバートルの空港に着いた時の印象

を詠んだものです。 

「ビル工事あちこち緑の山のぞく」 
モンゴルはあちこちでビル工事がすすんでおり

ました。タミラ君が言うには、寒くなるとでき

なくなるので、外の仕事は今ちょうど時期が良

いそうです。それにしても工事が沢山あり、驚

きました。そして山がちょうど後ろの方にあり、

山があるほうが南側だということで、タミラ君

が言うには、山の位置を非常に大切にしている

のだということでした。 
「翼の下ゲルあまたある夏野見ゆ」 
これは飛行機から降りる直前の時の作品で、調

度私は飛行機の翼の所の窓にいたものですから、

空港に降りるまでに何度も翼が傾いていたのが

印象的で、またその下にも夏野が沢山広がって

いて、聞いていたゲルがいくつか見えましたの

で、感動して作りました。 
「赫っと射すホテルの朝日夏の旅」 
泊まったホテルはちょうど朝日が射しこんでく

る部屋で、その朝日を受けて作りました。 
「異国語とウォッカに酔ふや夏料理」 
これは、1 日目にタミラ君が案内してくれ外の
食堂に行きましたが、ちょうどそこが外国料理

のお店で、お酒も強かったのでこのように作り

ました。 
「雨音を涼しと目覚め異国の地」 

15日は朝から雨が降っていて、やはり雨が降る
といくらか涼しいという印象を受けました。 
「家々に灯が点る頃の夏の山」 
郊外に行くと新しい家が建っているのが目立っ

たので、タミラ君に聞くと、ゲルに住んでいた

人たちが郊外に家を建てているとのことでした。

夏の山を背景に、新築の家が並んでいて、ちょ

うど灯が点る頃が綺麗でした。 
写真も何枚かとってきましたので、皆さんに見

て頂きたいと思います。 
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  幹事報告                宮野幹事 
(定例理事会)次の件が審議・承認されました。 
(1) 7・8月プログラム承認 
(2) 野口建司会員の退会届について 
(3) 入間川七夕まつり協賛金について 
(4) 7～9月はクールビズを実施 
1. 中井ガバナー個人事務所閉鎖と地区次年度特
別会計への繰入予定について 

2. 第 1 回公共イメージ委員会セミナー開催につ
いて 

3. 第48回インターアクトクラブ年次大会開催に
ついて 

4. 地区事務所、臨時休業について 
5. 日高ＲＣ、事務所移転について 
6. 夏の交通事故防止運動、広報啓発活動協力依
頼について 

7. 例会変更 入間ＲＣ 
8. 受贈会報 入間南ＲＣ 所沢西ＲＣ 
9. 回 覧 物 学友会ニュース 6月号 

 
 

  委員会報告    
次年度親睦活動) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 東委員長)

 先日、ＦＡＸにてお知らせ致しました通り、例

会修了後に親睦活動委員会の炉辺会合を行います

ので、関係者の方はよろしくお願い致します。 
 
 
・・・・クラブ協議会・・・・ 

≪ 退 任 の 挨 拶 ≫ 
栗原(憲)会長)

一年間の会長の任務も今

日が最後となりました。7
月のガバナー訪問から始ま

り、色々な行事がありまし

た。年度計画書に載せまし

た「7項目の活動方針」も大
方達成できたと思っており

ます。これも役員、会員の

皆さんのご協力のお陰と感謝しております。そし

て一年間の会長の職が全うできたことに対しまし

て、改めて御礼を申し上げます。 
会長就の所感と方針につきましては、狭山中央ロ

ータリークラブが 21年目に入り、増強に力を入れ
たいと申し上げました。これも半ばは達成できた

と思っております。 
クラブ管理運営では、親睦などの行事も、旅行

やクリスマス会等、充実した活動を行い、当初の

計画を達成できたと思っております。 
社会奉仕も、地域に根差した活動としてフリー

マーケットを行い、今年は天気も良く、充実して

行えたと思っております。 
国際奉仕であるモンゴルの干ばつ防止プロジェ

クトも、継続事業でありますので今年も掲げてお

りましたが、6 月にモンゴルへ行き、フレロータ
リークラブの方たちから立派な計画書を見せて頂

きました。夕飯を共にしながら、非常に細かな説

明をして頂き驚きましたが、特に畑の管理などに

は学生さんが協力してくれたようで、一時は 100
名程の人たちが、草取り等の仕事に従事していた

という話もあり、私たちはあと 1 年間行きません
が、現地の人たちの管理に大変驚きました。 
ロータリー財団、米山奨学も予定通り行えたと

思っており、安心しております。 
他の部門も役員の皆さんにそれぞれ活動して頂

きまして、一年間の活動と致しましては、最初に

立てた方針は何とかクリアしたのではないかと思

っております。 
役員の皆さんには色々とお世話になり、ありが

とうございました。次年度稲見年度も、また新し

い所感と方針を立て、狭山中央ロータリークラブ

の発展に尽くして頂きたいと思います。ありがと

うございました。 
 
 
宮野幹事)

昨年の 2月に、大変不安
の中幹事を受けました。私

もロータリー歴 15 年とな
りますが、栗原憲司さんが

会長ということは、エレク

トということでお決まりに

なっておりましたが、十数

年一緒に活動をさせて頂い

ておりましたが、栗原さんの性格が全く分からず、

会長・幹事といいますと常に一緒にいなければな

らないと思っておりましたので、どうしようと思

いながらも、ロータリー歴等もあり、受けさせて

頂きました。 
どちらかと言いますと私はせっかちな性格なの

で、どんどんと決めていかなければ嫌だという所

がありましたが、それとはまったく正反対な栗原

会長、これは一体どうなることかと、最初の内は

非常に戸惑いました。会長は慎重に色々なことを

決められる、私はやってみなければわからないか

ら、決めてからやればいいということで、会長を

待ちきれずに先走ってしまったことも随分とあり、

会長には申し訳なかったと思っております。 
幹事とはとても大変なのかと思っておりました

が、本当に役員の皆さんに助けて頂き、あまり大

変だと思わず進めることができ、有り難く思って

おりますし、非常に勉強になりました。 
一番心配だったのが、予算が足りなくなってし

まうのではないかということでしたが、いつもニ

コニコから約 90~100 万円位を一般会計に入れ、
ちょうど位でしたが、今年度は 30万円の残金がで
ました。ただしこの 30万円を精査してみますと、
今年度 IMがなかったため登録料がなかったこと、



地区の分担金が一人当たり 8000 円減ったという
ことで、これを足すと約残金の 30万円ということ
でしたので、今年度に関しましては、例年度並み

の一般会計の支出で終了したのだと思い、無事に

終わったことに非常に安心しております。 
会員の増強につきましては、2 名の方に入会し

て頂きましたが、残念ながら 2 名の方が退会とい
うことで、プラスマイナス 0 です。2 名の方の退
会は、体調の面や個人の事情等色々ありまして、

お止めできなかったことが非常に残念です。 
会の方では本当に皆さんに助けられて、順調に

大きな事故も怪我もなく進めさせて頂き、良かっ

たと思っております。 
最後に、本当は、私はモンゴルには行きたくは

なく、個人では行こうとも思いつきもしないよう

な場所でしたが、今年は思い立って行かせて頂き

ました。メンバーも栗原会長、栗原成実さん、柴

田さん、沼崎さん、小幡さんと 6 名で、どうなる
事かと思いながら行きましたが、皆さんに気を使

って頂きまして、非常に順調に、楽しく行かせて

頂きました。実は行く前に不正出血がありまして、

検査をしにいきましたところ、もしかすると子宮

体癌ではないかということで、細胞検査をせざる

を得ない状況でした。それが出発の 1 週間前で、
もしかすると行けなくなるかもしれないというこ

とで、栗原(成)さんと柴田さんには内緒で報告をし
ていたのですが、モンゴルも困ったけれども、色々

なことが困ったと、55歳ですが初めて思いました。
何を感じたかといいますと、人間健康であること

が如何に大切かということ、健康であることが損

なわれると、全ての予定が狂ってしまうというこ

とで、たまたま今回は大事に至らず、無事に行く

ことができましたが、本当に健康であることが如

何に大切かということ、健康を第一優先にしない

と、ロータリーの活動をする、モンゴルに行く等、

何かをしている場合ではないと痛感致しました。 
皆さん是非、健康だけは非常に大切にして頂きた

いと思います。それが無ければ、何をやっても楽

しくないと、その時非常に感じました。これから

は今まで怠っていた健康管理をしっかりしなけれ

ばいけないと、色々なことを勉強させて頂いた一

年間でありました。 
最後に、先日、新旧会長幹事会が所沢で開かれ、

たまたま仕事で少し遅れて行ったのですが、私は

既に皆さんステージに並ばれ、新旧の会長幹事が

座って写真を撮るという、まさにその時にドアを

開けてしましました。その時に感じたことは、女

性の幹事と会長さんの数が非常に増えているとい

うことです。私の時にも 4 名程いらっしゃいまし
たが、色々なクラブからさらに増えております。

当クラブも女性会員が沢山いらっしゃいますので、

是非会長幹事を受けて頂ければと感じております。 
)

)

)

高田副会長)

副会長とは、お客様紹介

しているだけかと思われ

ているかもしれませんが、

それは表に見えるだけで、

裏では会長幹事の性格を

どのようにくっつけよう

か、皆がケンカしないよう

に等々、見えないところで

色々な苦労を 1 年間致しました。そして皆が仲良
くなり、無事に終わって良かったです。 
お客様紹介で一番大切なことは、その人の姓名を

間違わずにしっかりと読むこと、肩書きを間違わ

ないようにすることです。名前を間違えるという

ことは本当に失礼なことになります。昔飯能の和

尚さんが来た時に名前を間違え、非常に怒られた

ことがありますが、私はどう頑張っても一つだけ

間違えてしまいましたが、しかし無事に終わりま

した。 
話は変わりますが、私のだいぶ先輩がおりまし

たが、その人と一緒に動くとおばちゃん達が寄っ

てきて、サインを求められるような人がおりまし

た。最初はその人は、合縁奇縁と書いてありまし

たが、途中からドイツのルーテンブルグ城という

所に行き、その時にラテン語で書いてあって、こ

れからはそれにするといわれたのは、どういう組

織でも、どういう場所でも、どういう所でも、通

用する言葉だということで、「歩みいる者に安らぎ

を、去りゆく人には幸せを」ということでした。

こちらを一句の代わりとさせて頂きます。 
)

 
石川 SAA 
この一年間、皆様のご

協力のもと無事に司会進

行を務めさせて頂きまし

た。ありがとうございま

した。昨年 7 月、栗原年
度が始まった時には、会

長の時間がどうも 2~3分
で終わってしまうので、

なかなか時間がうまいようにできませんでしたが、

最近は少し上手くなったように思います。 
一年間ありがとうございました。 
 
 
稲見会長エレクト) )

一年間、前の方で会長エ

レクトとして勉強させて

頂きました。私が幹事の時

の若松会長が、何度も口酸

っぱく、勉強しなければ一

年間乗り越えられないと

いうご指導を頂いており

ましたが、あまり勉強せずにきてしまいましたの



で、来年どうなるだろうと心配しております。 
本当に一年間、栗原会長、宮野幹事、他の役員

の皆様、お疲れ様でした。今 SAAの石川さんから
お話がありました通り、最初は私も会長が短いの

でどうなるのかと思っておりましたが、それを見

事に幹事の宮野さんがリカバリーし、今になって

みると、これが自然の形なのだなと思い、本当に

良い例会ではないかと思っております。 
最近私もＰＥＴＳに行きまして、その後に地区

協、そしてこの間会員増強の会議がありまして出

席してまいりました。とにかく会員増強というこ

とに力をいれておりまして、狭山ロータリーが現

在 9 名になるということです。新狭山ロータリー
が 13~14 名、当クラブは現在 34 名いるものです
から、本当にこの 34名を維持していくには、やは
り増強していかなければならないということです。

ちょうど若松年度の中谷増強委員長が 5 名という、
本当に大きな実績を残しまして、そして今年も２

名入ったということで、他のクラブを聞くと減る

だけでほとんど入っておりません。当クラブが当

初 30 数名だった頃は地区全体で見ると下の方に
いたのが、今は上から数えた方がはるかに早くな

りました。今 52クラブあるうちの、12~13番目位
です。 
次年度私の時の目標は 5 名となっておりますの
で、この 5名を達成するとベスト 10に入っていく
のではないかと思っております。 
お陰様で若松パスト会長のご紹介の清水さん、

立派な方でロータリアンとしてふさわしいと、私

もお会いして感動致しました。そして田中会員ご

紹介の小林さんは、まだお会いしておりませんが、

立派な方だと聞いております。あともう一人、次

年度寶積増強委員長から、8 月 1 日に入るという
方を予定しております。7 月に 2 名は入って頂け
て、1 名は候補に挙がっており、あと 2 名が増強
目標で達成できるかどうかというものですから、

是非皆さんに増強に力を入れて頂きたいと思いま

す。これを達成すれば第 3 グループガバナー補佐
の沼崎さんも男になりますので、ガバナー補佐の

いるクラブはやっぱり力があると思われるように、

是非増強を宜しくお願い致します。 
 
 
小島クラブ管理運営)

 クラブ管理運営委員長

の大役を仰せ使い、果た

してお役に立てたのかど

うかは疑問ではあります

が、会員の皆様の広いお

心と、ご協力のお陰をも

ちました、最後のごあい

さつが出来ている事に感

謝致します。一年間ありがとうございました。 
 
 

沼崎公共イメージ)

公共イメージとは、口で

言うことはやさしいです

が、大変でした。間もなく

7 月 25 日に、公共イメー
ジの勉強会がありますの

で、その時に勉強をしてき

て、一年遅れますが、何か

話ができたら良いと思っ

ております。一年間、栗原年度の時には仕事がで

きませんで申し訳ございませんでした。これから

一生懸命頑張ります。 
 
 
栗原(成)奉仕プロジェクト)

今年はプロジェクトと

いうよりも、栗原年度がな

んとかうまく回れば良い

と思っておりました。 
同じ栗原で私より 7~8 歳
下で、小学校の頃から全然

わからないのですが、私の

父と憲ちゃんのお父さん

が同級生で、憲ちゃんの家によく父が遊びに行っ

ていました。父が酔っ払って迎えに来いというこ

とで、中学生の頃だったと思いますが、何度が憲

ちゃんの家に迎えに行ったことがあります。昔は

リアカーを持って、リアカーに父を乗せて帰って

きたことを覚えております。そこに行くのも一つ

の楽しみで、憲ちゃんに私より一つ下のお姉さん

がいて、この方がとても綺麗で、その子に会いに

行けるのが楽しみでした。 
そんなことでお父さんは良く存じ上げており、

お世話になっておりましたが、同じロータリーク

ラブに入りまして、憲ちゃんがいるとは私も思っ

ておらず、また今年は会長ということで、どちら

かと言いますと、お父さんよりも憲ちゃんの方が

社会慣れしていないと心配をしておりましたが、

なんとか皆さんの助けで 1 年が滞りなく終わろう
として、私もほっとしております。 
栗原さんと宮野さん、また皆役員さんのためにお

力を賜りまして、ありがとうございました。 
 
 
中谷米山記念奨学会)

今年度は、皆さんのご

協力を得まして、年度計

画表に書かせて頂きま

した米山功労者 3 名と
いうことを無事に果た

すことができ、5名の方
に米山功労者になって

頂きました。どうもあり

がとうございました。米山奨学事業とは、日本の

ロータリアンの浄財によって成り立っているもの



 
次の例会 

 
７月８日(火)   
 
例会 1000回記念家族同伴夜間例会 
 
点鐘 午後 6時 30分 
 
会場 狭山東武サロン 

      
   

です。こういった寄付の総額により、奨学生の数

が決まるわけです。そうした観点から、地区の米

山委員会から我々の方に色々と要請があるわけで

すが、私どもの委員会と致しましては、それに応

えるような取り組みをしてまいりました。今年度

も皆さんのご協力を得まして、要望に応えること

が出来ましたことは、非常に感謝しております。 
個人的に、委員長と致しまして、地区の米山委

員会の色々な行事がありました。そうした所に、

仕事の都合で行けないことがありまして、それが

反省材料だと思っております。その他は、米山梅

吉記念館も本来なら行かなければならないところ

だったのですが、宮野さんにお願いしてしまった

ような形で、行くことができませんでした。機会

がありましたら、米山記念館にはできるだけ行き

たいと思っております。 
色々反省点もありましたが、私なりに責任は果

たせたかと思っております。これも皆様のご協力

のお陰と思っております。一年間、ありがとうご

ざいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
 
 

 
 
栗原(憲)君 一年間ありがとうございました。 
宮野君 一年間大変お世話になりました。ありが

とうございました。 
稲見君 会長エレクトとして、一年間勉強刺せて

貰いました。栗原会長、宮野幹事、高田

副会長、石川 SAAお疲れ様でした。あり
がとうございました。 

栗原(成)君 栗原会長、宮野幹事、一年間お疲れ様
でした。ありがとうございました。 

小幡君 栗原会長、一年間大変ご苦労様でした。 
柴田君 都合により早退します。 
高田君 何もしませんでしたが、一年間ありがと

うございました。 
若松君 会長他、役員の皆様一年間ご苦労様でし

た。ありがとうございました。 
美女軍団 栗原年度、会長始め役員の皆様、大変

お疲れ様でした。また、会長丹精込めた

お茶をご馳走様です。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


